
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
五
年
十
月
六
日
提
出

質

問

第

二

六

号

国
民
年
金
の
収
納
率
低
下
と
信
頼
再
建
、
年
金
積
立
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

26



国
民
年
金
の
収
納
率
低
下
と
信
頼
再
建
、
年
金
積
立
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
民
の
公
的
年
金
制
度
へ
の
不
信
感
が
増
大
す
る
な
か
、
と
り
わ
け
国
民
年
金
の
収
納
率
（
検
認
率
）
は
低
下
の
一
途
を
た

ど
る
ば
か
り
で
あ
る
。
事
実
、
平
成
十
四
年
度
の
国
民
年
金
の
収
納
率
は
、
前
年
度
比
に
比
べ
八
・
一
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
、

六
十
二
・
八
％
と
い
う
極
め
て
低
い
納
付
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
文
字
通
り
、
国
民
年
金
加
入
者
の
う
ち
三
人
に
一
人
が
、
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
国
民
年
金
制
度
が
、
も
は
や
現
行
の
社
会
保
険
方
式
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

す
で
に
制
度
と
し
て
破
綻
し
つ
つ
あ
る
国
民
年
金
制
度
を
、
老
後
の
安
心
を
託
す
べ
き
本
来
の
制
度
に
再
生
さ
せ
る
た
め
の

方
策
を
探
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

国
民
年
金
保
険
料
の
徴
収
額
と
そ
の
徴
収
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
昭
和
三
十
六
年
度
〜
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
別

に
、
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
さ
れ
た
い
。
な
お
、
そ
れ
ら
徴
収
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
百
円
を
集
め
る
の
に
対
し
、
い
く
ら

か
か
っ
て
い
る
か
も
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

二

「
全
国
の
国
民
年
金
事
業
状
況
」
に
つ
い
て
、
昭
和
三
十
六
年
度
〜
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
�
納
付
対
象
月
数
、
�
納
付

対
象
月
数
の
う
ち
の
免
除
対
象
月
数
、
�
納
付
対
象
月
数
の
う
ち
の
第
三
号
被
保
険
者
対
象
月
数
、
�
納
付
実
績
月
数
、
�

一



納
付
指
数
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
別
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

三

国
民
年
金
の
免
除
者
数
と
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
、
昭
和
三
十
六
年
度
〜
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
別
に
答
弁
さ
れ
た

い
。

四

社
会
保
険
庁
が
進
め
る
公
的
年
金
制
度
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動
に
つ
い
て
、
一
般
財
源
及
び
年
金
保
険
料
で
作
成
さ
れ
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
の
月
毎
の
個
別
の
表
題
と
製
作
枚
数
及
び
、
製
作
費
に
つ
い
て
財
源
別
に
答
弁
さ
れ
た
い
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作

委
託
会
社
別
の
製
作
費
、
契
約
形
態
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

五

全
国
の
社
会
保
険
事
務
局
が
独
自
に
製
作
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
月
毎
の
個
別
の
表
題
と
製
作
枚
数
及
び
、
製
作
費
に
つ
い
て
財
源
別
に

答
弁
さ
れ
た
い
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
委
託
会
社
別
の
製
作
費
、
契
約
形
態
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

六

平
成
十
五
年
三
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
全
国
の
社
会
保
険
事
務
局
に
配
布
さ
れ
た
「
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
納
付
督

促
用
チ
ラ
シ
」
が
、
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
の
う
え
破
棄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ミ
ス
の
原
因
と
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た

い
。
な
お
、
同
チ
ラ
シ
の
当
初
製
作
費
と
、
刷
り
直
し
製
作
費
、
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
枚
数
に
加
え
、
当
該
製
作
委
託

二



会
社
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

七

平
成
十
四
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
国
民
年
金
推
進
員
制
度
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
予
算
額
と
各
県
別
の
配
置
人
数
に
つ

い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。
な
お
、
平
成
十
五
年
以
降
も
同
推
進
員
を
増
員
す
る
場
合
、
そ
の
年
度
別
の
増
加
人
員
と
予
算
額
に

つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

八

国
民
年
金
の
未
納
者
に
対
す
る
強
制
徴
収
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
強
制
徴
収
を
実
施
す
る
の
か
。
そ
の
基
準
に

つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

九

最
後
に
最
も
基
本
的
な
年
金
積
立
金
の
残
高
に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い
。
年
金
積
立
金
（
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
）
の
現

在
の
累
積
状
況
を
社
会
保
険
庁
は
最
新
の
数
字
で
い
く
ら
と
把
握
し
て
い
る
か
。
財
務
省
は
同
年
度
の
「
国
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
」
で
年
金
資
金
の
資
産
評
価
を
い
く
ら
と
し
て
い
る
か
。
ま
た
厚
生
労
働
省
年
金
局
数
理
課
作
成
の
年
金
財
政
の
将

来
見
通
し
で
は
同
年
度
の
積
立
金
は
い
く
ら
と
計
算
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
三
者
の
数
値
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
発
生
す
る
の
か
。
合
理
的
な
説
明
に
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


